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新たな成長市場におけるビジネスの開拓
CES 2020視察とTexas A&M University訪問 認証制度活用事典（第5版）を発行

情報産業部

JEITA適合性評価システム委員会では、国内外の複雑

な法規制および認証制度を解説し、適合性評価活動に関

して「認証」がどのようなもので、どのように活用すべ

きかを幅広い読者層に理解していただくことを目的とし

て、認証制度活用事典（第5版）を発行いたしました。

認証制度活用事典　第5版について

本書は1999年に初版が発行され、その後改訂を重ね、

今回第4版の発刊から5年の歳月が経過したのを機に、

大きな規制動向のあった新興国・地域や潜在的に市場規

模の大きい国・地域の最新法規制、また各国認証制度の

最新情報をまとめ、認証制度活用事典（第５版）を発行い

たしました。認証業務に携わる方々はもとより、標準化

部門、法務部門、輸出管理業務等に携わる方々には必ず

お役に立つ事典です。

第1章： 認証の基本概念

電気・電子製品がどのような規制を受け、どのような

基準に適合したものが供給されているのか、認証に関す

る基本的な考え方が書かれています。

第2章：国内外認証制度の現状

認証の基本概念を理解した上で、国・地域別認証制度および

国際的な相互承認制度に焦点を当て認証の専門家として知っ

ておくべき最低限の情報を述べると同時に、認証制度に大き

く影響を及ぼす世界の構造的変化についても触れています。

第3章：認証制度を取巻く国際情勢

企業のグローバル化が進展する中、基準認証制度の乱

立は自由貿易を阻害するひとつの要因となっており、こ

の阻害要因を可能な限り撤廃するため、世界レベルでの

認証結果の受入れを実現するために推進されている国際

的な基盤整備の動向について説明されています。

第4章：試験・認証機関の効果的活用

認証制度の中で重要な役割を果たすのは、評価を行う試

験・認証機関です。法的な規制により試験・認証機関が指定

されている場合を除いて、それらの機関の選択は企業が行

います。この章では、まず規格の作成と認証制度の在り方

への関与としての企業からの意見反映方法、次に主要な認

証制度が備えている効率化プログラムについて説明します。

最後に試験・認証機関の適切な選択と効果的な活用に

ついて、企業の自己責任の観点から述べられています。

第5章： 認証の将来展望

認証制度の今後に視点を移し、国際整合化の動きを中

心とした認証の将来展望を述べるとともに、これに対処

するためのメーカのあり方が述べられています。
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